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鶴
田
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
つ
い
て 

 

《
町
民
生
活
課
》 

●
事
業
概
要 

購
入
対
象
者
一
人
に
つ
き
、
最
大
で
二
万
五
千
円
分
の
商
品
券
を
二
万
円
で
購
入
で 

き
ま
す
。 

※
五
千
円
単
位
で
購
入
が
可
能
で
す
。（
五
千
円
分
の
商
品
券
を
四
千
円
で
購
入
で
き

ま
す
） 

●
購
入
対
象
者 

①
平
成
三
十
一
年
一
月
一
日
時
点
で
鶴
田
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
平
成
三
十
一
年
度

の
住
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
方
。（
申
請
が
必
要
で
す
） 

※
令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日
（
金
）（
土
日
祝
日
を
除
く
）
ま
で
に
左
記
申
込
先
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
住
民
税
課
税
者
の
生
計
同
一
の
配
偶
者
・
扶
養
親
族
、
生
活
保
護
受
給
者
等
を
除
く
。 

②
三
歳
未
満
の
子
（
平
成
二
十
八
年
四
月
二
日
～
令
和
元
年
九
月
三
十
日
の
間
に
生
ま

れ
た
子
）
が
い
る
世
帯
の
世
帯
主
の
方
。
（
申
請
は
不
要
で
す
） 

※
世
帯
主
の
方
へ
購
入
引
換
券
を
発
送
済
み
で
す
。 

●
販
売
日
時
お
よ
び
場
所 

［
販
売
期
間
］
令
和
二
年
二
月
十
七
日
（
月
）
ま
で
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

［
販
売
時
間
］
午
前
九
時
～
午
後
四
時 

［
販
売
場
所
］
鶴
田
町
商
工
会
（
購
入
希
望
者
は
、
購
入
希
望
日
前
日
ま
で
に
左
記
問 

い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
） 

［
集
中
販
売
日
］
令
和
元
年
十
二
月
十
六
日
（
月
）
～
二
十
日
（
金
）
お
よ
び
、 

令
和
二
年
二
月
十
四
日
（
金
）、
十
七
日
（
月
） 

［
集
中
販
売
場
所
］
鶴
田
町
国
際
交
流
会
館
ホ
ー
ル
（
購
入
の
ご
連
絡
は
不
要
で
す
） 

●
商
品
券
使
用
期
限 

 

令
和
二
年
二
月
二
十
一
日
（
金
） 

 

●
商
品
券
使
用
可
能
店
舗
一
覧 

 

別
添
「
住
民
税
非
課
税
・
子
育
て
世
帯
向
け
鶴
田
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
取
扱
店
」
の
と
お
り 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先 

町
民
生
活
課 

福
祉
支
援
班
（
内
線
１
６
１
） 

１２月２日（月）は  
固定資産税４期分、国民健康保険税  
５期分の納期限です。  

「防災行政無線・登録制メール訓練放送を実施します」 
令和元年１２月４日（水）午前１１時頃（予定）に、防災行政無線や登録制メール（つるりん

ほっとメール）を使用して、Ｊアラートの訓練放送を行いますので、あらかじめご了承ください。 
●問い合わせ先 総務課 人事行政班（内線２７１） 



鶴
田
町
民
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
フ
ェ
ア

開
催
に
つ
い
て 

 

《
教
育
委
員
会
》 

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
健
康

増
進
と
町
民
相
互
の
親
睦
を
深
め
、

併
せ
て
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

普
及
を
図
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
端

に
寄
与
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま

す
。 

●
開
催
日
時 

十
二
月
八
日
（
日
） 

開
会
式 

午
前
九
時 

●
場
所 

 

鶴
田
町
体
育
セ
ン
タ
ー 

●
参
加
資
格 

 

町
内
在
住
ま
た
は
町
内
に
勤
務

す
る
方 

●
試
合
方
法 

 

四
人
制
（
男
女
混
合
の
男
性
二

人
・
女
性
二
人
、
ま
た
は
女
性
四
人
） 

●
チ
ー
ム
編
成 

 

一
チ
ー
ム
六
人
以
内 

●
申
込
締
切
日 

 

十
一
月
二
十
一
日
（
木
） 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先 

教
育
委
員
会 

社
会
教
育
班 

（
内
線
２
１
５
） 

町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
参
加
者

募
集
の
お
知
ら
せ 

 

《
鶴
田
町
バ
ス
ケ
ッ
ト 

ボ
ー
ル
協
会
》 

 

第
四
十
四
回
鶴
田
町
民
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。 

●
開
催
日
時 

十
二
月
一
日
（
日
） 

午
前
九
時
か
ら
開
会
式 

※
組
合
せ
は
、
大
会
当
日
、
開
会
式

前
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
各

チ
ー
ム
代
表
者
に
よ
る
抽
選
を

行
い
、
決
定
し
ま
す
。 

●
場
所 

鶴
田
町
体
育
セ
ン
タ
ー 

●
参
加
資
格 

 

中
学
生
以
上
と
し
ま
す
。
（
Ｊ
Ｂ

Ａ
登
録
は
問
い
ま
せ
ん
） 

●
競
技
方
法 

①
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
と
し
、
三
位

決
定
戦
は
行
い
ま
せ
ん
。 

②
前
後
半
各
八
分
と
し
、
同
点
の
場

合
は
前
後
半
各
三
分
の
延
長
戦

を
行
い
ま
す
。 

③
ボ
ー
ル
は
七
号
球
を
使
用
し
ま

す
。 

（
両
チ
ー
ム
協
議
の
う
え
、
六
号

球
で
も
可
） 

④
個
人
オ
ー
プ
ン
参
加
で
フ
リ
ー

ス
ロ
ー
大
会
、
ス
リ
ー
ポ
イ
ン
ト

大
会
も
開
催
し
ま
す
。 

●
参
加
申
込
・
締
切
日 

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
十
一
月
二
十
二
日
（
金
）

必
着
で
左
記
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

●
参
加
料 

無
料 

●
表
彰 

 

団
体
は
一
位
か
ら
三
位
ま
で
表

彰
し
ま
す
。
個
人
で
は
フ
リ
ー
ス

ロ
ー
大
会
、
ス
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
大

会
と
も
に
、
上
位
五
名
を
表
彰
し

ま
す
。 

●
そ
の
他 

 

競
技
中
に
生
じ
た
怪
我
な
ど
に

つ
い
て
、
主
催
者
側
で
簡
単
な
応

急
処
置
は
行
い
ま
す
が
、
そ
の
責

任
は
負
い
か
ね
ま
す
の
で
、
各
チ

ー
ム
で
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
な

ど
に
加
入
し
て
お
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先 

 

鶴
田
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協

会
事
務
局 

 

産
業
課 

農
業
振
興
班 

 

須
藤
（
内
線
２
９
１
） 

  

戦
傷
病
者
・
戦
没

者
遺
族
相
談
員
に

つ
い
て 

 

《
町
民
生
活
課
》 

戦
傷
病
者
・
戦
没
者
遺
族
相
談
員

を
次
の
と
お
り
設
置
し
て
い
ま
す
。 

各
種
援
護
な
ど
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
ま
す
。 

●
戦
傷
病
者
相
談
員 

 

成
田 

善
彦
（
大
鰐
町
） 

 

☎
０
１
７
２
―
４
８
―
２
４
６
４ 

●
戦
没
者
遺
族
相
談
員 

佐
々
木 

嘉
幸
（
中
泊
町
） 

☎
０
１
７
３
―
５
７
―
３
３
３
６ 

●
問
い
合
わ
せ
先 

町
民
生
活
課 

福
祉
支
援
班 

 

（
内
線
１
６
１
） 

 

令
和
元
年
度
参
画

ま
ぐ
・
ね
っ
と
学

習
会
「
点
火
祭
」

を
開
催
し
ま
す 

 

《
西
北
地
域
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク 

参
画
ま
ぐ
・
ね
っ
と
》 

 
「
参
画
ま
ぐ
・
ね
っ
と
」
と
は
、

西
北
地
域
の
各
市
町
村
と
地
域
団

体
が
連
携
・
協
働
を
深
め
な
が
ら
地

域
レ
ベ
ル
で
の
男
女
共
同
参
画
を

推
進
し
て
い
け
る
よ
う
構
築
さ
れ

た
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。 

 

「
参
画
ま
ぐ
・
ね
っ
と
」
は
、
性

別
・
年
齢
な
ど
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
自
発
的
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

が
一
つ
の
目
的
に
向
か
っ
て
協
力

し
合
い
活
動
す
る
こ
と
が
、
地
域
全

体
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
繋

が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
今
回
は
、
津
軽
鉄
道
サ
ポ

ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
と
共
催
で
ス
ト

ー
ブ
列
車
の
「
点
火
祭
」
を
開
催
し
、

津
軽
鉄
道
沿
線
な
ど
で
活
動
し
て

い
る
団
体
に
よ
る
活
動
報
告
や
参

加
者
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
向
け

た
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

 

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
（
事
前
申
込
不
要
） 

●
開
催
日
時
・
場
所 

 

十
二
月
一
日
（
日
） 

▽
ス
ト
ー
ブ
列
車
一
番
列
車
セ
レ

モ
ニ
ー
（
津
軽
鉄
道
五
所
川
原
駅
）

午
前
十
一
時 

▽
点
火
祭
第
一
部 

活
動
報
告
（
津

軽
中
里
駅 

駅
ナ
カ
） 

午
後
一
時
十
五
分
～
二
時
四
十
五
分 

 

▽
点
火
祭
第
二
部 

懇
親
会
（
津
軽

中
里
駅 

駅
ナ
カ
） 



職   種 採用予定人員 受 験 資 格 

薬剤師 ２名程度 
昭和５５年４月２日以降に生まれ

た方で、左記職種の免許を有する方

または令和２年４月３０日までに

免許を取得する見込みのある方 

診療放射線技師 若干名 

臨床検査技師 ２名程度 

 

 
 

午
後
三
時
～
四
時
三
十
分 

●
参
加
料 

無
料 

●
問
い
合
わ
せ
先 

教
育
委
員
会 
社
会
教
育
班 

（
内
線
２
１
２
） 

 青
森
県
立
美
術
館

映
画
上
映
「
特
集
・

黒
澤
明
」
に
つ
い
て 

 

《
青
森
県
立
美
術
館
》 

 

歴
史
的
傑
作
の
数
々
を
生
み
出

し
た
名
匠
・
黒
澤
明
監
督
作
品
を
三

十
五
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
で
上
映
し
ま

す
。
上
映
作
品
は
、
『
わ
が
青
春
に

悔
な
し
』
『
醉
い
ど
れ
天
使
』
、
『
羅

生
門
』
『
天
国
と
地
獄
』
の
四
本
と

な
り
ま
す
。 

●
上
映
日 

十
一
月
八
日
（
金
）
～
十
日
（
日
） 

●
前
売
料
金 

 

（
通
し
券
）
一
、
五
〇
〇
円 

 

（
一
日
券
）
平
日 

八
〇
〇
円 

 
 
 
 
 
 

土
日 

一
、
〇
〇
〇
円
等 

●
場
所 

青
森
県
立
美
術
館
シ
ア
タ
ー 

※
上
映
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
チ
ケ
ッ
ト

購
入
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
青
森

県
立
美
術
館
ま
で 

●
問
い
合
わ
せ
先 

青
森
県
立
美
術
館 

 

☎
０
１
７
―
７
８
３
―
５
２
４
３ 

 

つ
が
る
西
北
五

広
域
連
合
医
療

職
員
採
用
試
験

に
つ
い
て 

 
《
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
》 

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
で
は
、

次
の
と
お
り
医
療
職
員
採
用
試
験

を
実
施
し
ま
す
。 

●
受
付
期
間 

十
一
月
十
五
日
（
金
）
～ 

 
 
 
 

十
二
月
二
十
四
日
（
火
） 

●
試
験
日 

令
和
二
年
一
月
十
二
日
（
日
） 

●
職
種
・
採
用
予
定
人
員
お
よ
び
受

験
資
格 

下
表
の
と
お
り 

●
採
用
年
月
日 

令
和
二
年
四
月
一
日
以
降
の
採

用
の
予
定
で
す
。 

●
採
用
試
験
案
内 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

. 

tsg
re

n
.jp

/

）
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

ま
た
、
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合

病
院
運
営
局
人
事
課
、
か
な
ぎ
病 

院
、
鰺
ヶ
沢
病
院
、
つ
が
る
市
民

診
療
所
、
鶴
田
診
療
所
で
も
配
付

い
た
し
ま
す
（
平
日 

午
前
八
時

三
十
分
～
午
後
五
時
）。 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先 

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合 

病
院
運
営
局 

人
事
課 

☎
２
６
―
６
３
６
３ 

                       

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
に

つ
い
て 

 

《
町
民
生
活
課
》 

●
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は 

外
見
で
は
障
害
が
あ
る
と
分
か

ら
な
く
て
も
援
助
や
配
慮
が
必

要
だ
と
い
う
こ
と
を
周
囲
に
知

ら
せ
る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の

マ
ー
ク
を
見
か
け
た
ら
、
電
車
内

で
席
を
譲
る
、
困
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
れ
ば
声
を
か
け
る
な
ど
思

い
や
り
の
あ
る
行
動
を
お
願
い

し
ま
す
。 

    
 

 ●
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は 

障
害
の
あ
る
方
が
困
っ
た
時
に

助
け
を
求
め
る
た
め
の
も
の
で
、

「
手
助
け
が
必
要
な
人
」
と
「
手

助
け
が
で
き
る
人
」
を
繋
ぐ
カ
ー

ド
で
す
。
こ
の
カ
ー
ド
の
提
示
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
記
載
さ
れ
て
い

る
内
容
に
そ
っ
て
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。 

     
 

 ●
配
布
方
法
な
ど 

 
対
象
者
は
、
鶴
田
町
在
住
で
、
身

体
障
害
、
知
的
障
害
、
発
達
障
害

の
あ
る
方
な
ど
、
援
助
や
配
慮
を

必
要
と
し
て
い
る
方
で
す
。
（
障

害
者
手
帳
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
） 

 

配
布
場
所
は
、
町
民
生
活
課
福
祉

支
援
班
③
番
窓
口
で
す
。 

申
請
方
法
は
、
「
ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
・
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
配
布
申
込
書
」

を
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
、
窓
口
に
準
備
し
て
い

る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

●
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

の
普
及
啓
発
に
つ
い
て 

 

青
森
県
で
は
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

や
チ
ラ
シ
の
配
布
、
左
記
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
Ｐ
Ｒ
を
行

い
、
普
及
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

（

http://www.pref.aomori
.

lg.jp/soshiki/kenko/syofu
ku/herupumaku.html

） 

●
問
い
合
わ
せ
先 

 

町
民
生
活
課 

福
祉
支
援
班 

（
内
線
１
６
４
） 

ヘルプカード 

車上荒らしの発生について（注意喚起） 

≪鶴田交番≫ 

 １０月初めより、胡桃舘地区において夜間
無施錠の車両内からバッグや財布などの貴
重品を窃取される盗難事件が相次いで発生
しています。 

 被害防止のため、車庫などに駐車している
場合であっても、必ず車両の施錠を実施して
ください。また、車両内には、現金などの貴
重品は絶対置かないようにしましょう。 

 

ヘルプマーク 
（赤色） 



☆11月は児童虐待防止推進月間です  ～あなたの 1本の電話で救われる子どもがいます～ 

児童虐待とは ◎身体的虐待：殴る、蹴る、たたく など    
◎性的虐待：子どもへの性的行為、性的行為を見せる など 

◎ネグレクト（育児放棄）：家に閉じ込める、食事を与えない、病院に連れて行かない など 

◎心理的虐待：言葉による脅し、無視、子どもの前で家族に対し暴力をふるう など 

児童虐待かもと思ったらすぐにお電話ください。 

匿名で行うことも可能です。  

連絡内容や連絡者に関する秘密は守られます。 

☆「つるりん鍋」無料試食会開催！  

町民文化祭・いのちのまつりにおいて、今年も「つるりん鍋」を実施します！ 

たくさんのご来場を心よりお待ちしております！ 

◎日 時 ： 11月 16日(土)  

11時 30分～  

千人鍋 ※先着順 

◎場 所 ： 鶴遊館 車庫 
 
 
 

 

☆からだ すっきり！さっぱり！ 

健康運動教室のお知らせ 

○開催日：11月 7日(木)、11日(月)、21日(木)、 

25日(月)、28日(木) 

○時 間：午前 10時～11時   

○場 所：鶴遊館  

＊申し込みは不要です。 

＊運動できる服装でおいでください。お茶、水、 

タオルなどをお持ちください。 

★いのちのまつり【16日(土)、17日(日)】でも 

つるりん体操を行います！ぜひご参加ください。 

              

 

健康保険課 健康長寿班 
連絡先（内線 131～136） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

野菜たっぷり！減塩！ 

鶴田産米粉を使用した

すいとん風鍋です。 

おいしいよ～！ 

町の保健だより 

☆町食生活改善推進員（みつば会）による調理実習のお知らせ♪ 

『パーティーメニューを作ってみよう』 

日 時：11月 27日（水）9時 30分～ 
場 所：鶴遊館 調理室 

参加費：200円 

持ち物：エプロン、三角巾、手拭きタオル 

締 切：11月 20日（水） 

児童相談所全国共通ダイヤル 

☎１８９（いちはやく） 

〈メニュー〉 

スペアリブの煮込みハニーマスタード風味 

ベジタブル花寿司  エビの生春巻き 

キウイとヨーグルトのスコップケーキ 

 

令和元年 

圧力鍋を 

使って 

☆「傾聴サロン」で 

ほっこり、すっきりしませんか 

誰かに話を聴いてもらいたいとき、また誰かと

話をしてすっきりしたいときなどありませんか？ 

鶴田町傾聴ボランティア養成講座修了生による

「つるりんの会」が、あなたのお話をじっくりと

聴きます。お話した内容の秘密は厳守します。安

心してお越しください。 

○日時：11月 18日（月） 

    午後 1時～3時 

○場所：鶴遊館 栄養指導室 


